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●写真1：これは、どのようにして攪拌させるのか？

●60年間この形状で使われている羽。
機能的には良くできているが、羽先が
塗料缶を削り、切削片が詰まりを発
生させる。

最近は明るい話題より暗い話題の比率が多くなっており、読
者アンケートでも、何か明るい話題が無いか？と希望するリク
エストが何件かあった。そのようなものが何か無いかと探して
みると簡単な構造なのに数多くの賞を受賞しているエムレボと
いう製品を見つけることができた。
これは、本編を読むと「なるほど、こんな簡単なものが何故今

までなかったのだろう？」と疑問に思い、違う利用方法を思いつ
くかもしれない製品である。できる事なら新しい使い道をイ
メージしながら読んでいただけると楽しいのではないかと思う。
まず、写真１を見てほしい、これは、回転させて塗料を攪拌させ

る製品である。では、これを回転させるとどのような原理で攪拌
できるか考えてみてほしい。私は、回転させることで穴の回りの
塗料が回転につられて回り出して混ざるのだろうと想像した。し
かし答えは、見事に外れてしまった。これを開発したのは、大企業
の開発部門や大学の研究機関でもない、ごく普通の会社の工場
長が考え出したものである。それでは、これが、どのように生まれ
たか、また、どのような原理で撹拌するか紹介する。

 理想と現実のギャップ

これを開発したのは、村田さんという方である。村田さんは、埼
玉県のヤマテック（株）という会社の電子機器部門に勤務してい
たが、2006年に工業塗装部門へ移籍になり、工場長に就任した。
村田さんは長く電子機器部門にいたため、塗装に関しては

まったくの素人で、何もわからないままの就任であった。そんな

村田さんは前任の工場長より業務の引継ぎで「ゴミには神経を
使え！」と言われた。確かに塗装にゴミが混入して良いことは無
い。しかし、現場では、ゴミによる塗装不良が慢性的に発生して
おり、それが当たり前になっていて有効な改善や対策が取られ
ていなかった。
塗料内のゴミは、塗装機に詰まってライン停止や製品のごみ

不良につながる。では、「このゴミはどこからやってくるのだろう
か？」と疑問に思った村田さんは、ゴミを丹念に集めて分析をし
ていた。ある日、偶然にそばに置いてあった磁石に綿ゴミが付き
ゴミの中に金属片を発見した。この金属はどこで混入したのか
調べたところ、塗料を混ぜる時、攪拌用の金属製の羽が塗料缶
に当たって削れた糸状の
金属が塗料ライン内に引っ
掛かり、綿ゴミがそこに
引っかかり溜まることで詰
まらせている事がわかった。
さっそく金属の羽に代わる
物を探してみたが、60年
間この羽が使われ続けて
おり、代わりの物を見つけ
ることができなかった。

 小さい幸運が集まって

村田さんは、世の中に無いのなら、削れない羽を自分で作ろ
うした。しかし、会社には、開発経費を計上する余裕が無いため、
2006年10月に業務外の時間にひとりで開発を始めた。ひとり
の場合、途中で挫折してしまいやすいが、この製品が出来た背
景には、いくつかの小さな幸運があった事が大きい。最初の幸
運は、開発の導入口が良かったことだ。それは、何を基に開発し
ようか考えた時、自分が好きな飛行機のプロペラの中心にある
スピンナーをベースに作ろうと考えた事だ。次の幸運は、村田さ
んには、金属加工をしている友人がおり、リーマンショックのあ
おりを受けて受注が減っており、時間的余裕があったため、村田
さんの出すアイディアに対し小遣い程度の料金で加工を引き受
けてくれ、自費なので縛りなくできた。
村田さんは、平日、工場長としての仕事があるので、開発は、

もっぱら日曜日におこなっていた。
ある日スピンナーにらせん状の穴を開けるように頼んだとこ

ろ、「そんな加工はできない、穴だけ開けるから後は、自分でらせ
ん状にヤスリで削ってくれ」と側面にまっすぐに開けられたもの
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●試作品（左の金属製２つ）と完成品（中央
２つ）発展型（右２つ）

●図1 村田さんの最初のイメージ１
サイドの穴から吸って下へ抜
こうとした。

●図2 村田さん最初のイメージ２
スピンナーを回転させて斜め
に開けた穴から塗料を吸い
込む

●図3 後から判明した失敗理由：遠心
力で外に出ようとする流れと穴
の側面より入ってきた流れが中
でぶつかってしまい流れない。

●図4 やすりで削れず放置したスピン
ナーを回してみたときの塗料の
流れ。遠心力によって下から吸
われた液体が側面から出ていく。

が返ってきた。金属にらせん状の穴を開けることは、普通ではで
きない。ヤスリで削るのもひどく大変だ、結局、諦めてそのまま
放置することになった。
開発を始めて２年たった2008年10月、さすがの村田さんも、

何度やってもうまくいかず、アイディアも尽きたため、手元にあ
る失敗作をもう一度全部回してからやめようと思い、やすりが
けを諦め放置していた物を回してみて驚いた。
なんと水槽の水がきれいに対流したのである。これを見て

ハッと思った。それは、今まで自分が開発しようとしていたイ
メージとまったく逆の原理で撹拌していたからである。（図１、2）
村田さんは、スピンナーの側面から吸い込んで下へ出そうと試行
錯誤をしていたが、それは、遠心力で穴の外へ出ようとする流れ
と穴の形状に誘導され穴の中に入ろうとする流れが、ぶつかり合
い、流れを相殺していたため、撹拌できなかったのである。（図3、4）
この原理に気づいてからの開発は早かった。なぜなら、この結

果を得るまで100回
以上の失敗の積み重
ねがあり、成功した事
で今までの失敗理由
がはっきり分ったから
である。２か月後には、
２本目の試作で早くも
実用レベルの物を完
成させることができた。

 驚く特許審査官

村田さんは、世の中にこれと同じしくみのものが無いか調べ
たが、同様の物は見当たらないため、特許申請をするため、知財
センターの相談員に見せたところ笑われた。なぜなら、この実
物があまりに簡単なものだったからだ。相談員は毎日、数多くの
特許出願品を見ているが、簡単な構造の物に関して言えば、す
でに世の中に有るものがほとんどで、村田さんが持ち込んだ物
もそれに該当すると思ったからだ。しかし、調べても同様なもの
が無いので、相談員に２週間をかけて詳しく調べてもらった結
果、99.9％の確立で同様のものが無いとの結論がでた。南米に
チョコをかき混ぜるモリニーニョという棒が有り構造が似てい
るが、周囲に羽状のものが付いておりエムレボとは違いがある。
最近の特許は、数字限定をするのが当たり前になっていて、

基本となる特許の上に特許が乗っているものが多いが、それが
無く、基本特許（概念特許ともいう）として取得でき、「遠心力を

発生する構造」が特許となっている。特許の請求事項は、回転
軸の遠いところと近いところの穴がつながっている構造でそれ
を回転させて攪拌する。というものだ。
知財センターの相談員が「現在において数字を使わず、これ

ほど権利範囲の広いものが、まだ世の中にあったことが驚きで
ある」と言わしめた特許である。こんなすごい物を開発した村田
さんであったが、本業はヤマテックであるため自分では製品を
作らず特許ライセンスで事業を行う事にした。東京にあるIP 
Management Services社は国内の通常実施権者であり、この
特許の海外の権利者にもなっている。（注記１）
そしてこの物にMagic，Miracle，Marvelousのイニシャ

ル"M"と革命、回転体を意味する"Revolutionを合わせ「エムレ
ボ」という名前で商標登録がされた。この名前の由来とは別に
村田さんは、「実はエムレボのＭは村田のＭという意味もあるん
ですよ」と笑いながら話してくれた。確かにこちらの方が、なじ
みやすいかもしれない。海外での特許申請は、アメリカとEUの
数カ国ですれば、おおよそ特許権をカバーできるが、エムレボ
の場合、権利範囲が広いこともあり、カナダ、ベトナム、韓国、中
国など13カ国で現在申請をしている。そして村田さんは、この
発明によってヤマテックの工場長と別にエディプラス社を作り
社長となり、エムレボの良さをさらに広げようとしている。

 とまどう大学の教授

エムレボを流体が専門の大学教授に見てもらったところ、教
授は、感覚ではすぐに理解できたが、攪拌原理を説明する数式
がなかった。村田さんは、数式から作り上げたものでは無く、数
多くの失敗で得た感覚的数式に当てはめながら、導き出された
答えがエムレボであった。当初、攪拌の数式でとまどっていた
教授も、今では、明確に攪拌の定量化まで計算できる公式が作
られたことで、このエムレボの効率や狙った機能を計算できる
ようになった。この数式はノウハウが入り紹介することができ
ないが、今までの流体解析に比べると驚くほど簡単で正確な計
算が可能になる。実は攪拌の定量化がこれほど明確に計算でき
ると言うことは画期的なことだ。

（注記１）日本国内の特許の管理はエディプラスと彩都総合特許事務所で行ってい
ます。ＩＰＭＳは国内の通常実施権を付与され、製造販売を行っています。エ
ディプラスはＩＰＭＳのような形で自社製造販売したい企業に通常実施権を
ライセンスするのがビジネスとなります。通常実施件を付与された企業は
契約の範囲内において自社のビジネスプランに沿って自由に設計、製造、
販売ができます。海外に関してはＩＰＭＳが権利を有しており、海外ではＩＰＭ
Ｓが日本国内のエディプラスの立場となります。
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●塗料缶の攪拌はエアードリルの先にエムレボを付け攪拌する。回転の反動が少なく飛び散りもないので、
余分な力を使わなくて済み短い時間で攪拌できる。

●塗料缶の中を常時、攪拌する時に使用する
エアーモーターとエムレボ。

●200リットルの水もこの大きさのモーターで攪拌できる。モーターとス
テーは固定されず、乗せてあるだけだ。エムレボの穴を目で追えるくら
いの低回転で回しても、水が容器全体を対流したのには驚いた。

 優秀性にとまどうベテラン社員

最初にこのエムレボを、自分の工場で使用してみることにし
た。これは塗料の洗浄が簡単で、攪拌するのも軽く楽にできる
ので、機械塗りの若い社員には、比較的簡単に受け入れられた
が、手持ち塗りのベテランさん達には、「これで塗料が混ざる訳
はない」との思いから使ってくれない。塗料とは、波立たせ撹拌
する光景に慣れたベテランさんである、「こんなに波が出ていな
い状態では内部はうまく混ざり合っていない」と誤解されたた
めだった。
塗料を混ぜる仕事は、手間と時間がかかる。現場が忙しくて、

人手が足りない時、アルバイトを雇い、エムレボで塗料を混ぜ
させたところ、ベテランさんが従来の羽で半日近くかけていた
作業を短時間でしかも綺麗に塗料を混ぜてしまったのである。
これをきっかけにベテランさんも次第にエムレボの優秀性を理
解してくれるようになり、使うようになった。

 このエムレボの長所

このエムレボの長所を紹介する。
①均一に攪拌したり、攪拌力を大きく変えられる
従来の羽では、乱流による撹拌となり、塗料缶の隅は対流する

こともなく溜まってしまうことが多い。それに対してエムレボは、
上下の対流になり、塗料缶の隅 ま々で均一に混ぜることができる。
また、羽には、設計回転数が決まっているが、エムレボは回転数
の対応範囲が広いため、攪拌する物と目的によって回転数を変え
ることで攪拌の強さを自由に設定できる。四角い容器でも円筒容
器と同等の攪拌が可能で一斗缶のまま攪拌可能になる

②回転しているエムレボに触れられるほど安全。
突起物が無いので回転中に触っても怪我をすることもなく攪

拌作業は危険との概念を打ち破った。もちろん塗料缶に当たっ
ても、金属が削れることもない。ビニール袋で撹拌させる事も
可能だ。また、飛び散ると危険な薬剤の攪拌では飛び散りが非
常に少なく作業環境改善になり大変喜ばれている。

③攪拌作業が楽
軽くて遠心力で振り回されることが少ないため、疲れにくく

操作しやすい。少し傾けても攪拌できる。また、高速で作業でき
るので作業が早くなり作業効率があがる。

④使用できる液体の範囲が広い
水のような粘度から蜂蜜のような粘度の流体にまで対応可

能になり、途中で大きく粘度変化する反応物などの攪拌も一本
でできる。また、せんだんをかけたくない攪拌ができる。条件に
よっては厳しい場合もあるが、今まで攪拌が難しかった粘度の
高いオイル類もできるようになった。

⑤設置コストが非常に安く済む
回転抵抗や回転バランスが良く効率が良いため、モーター

が小さくても同じ性能が発揮できて消費電力を削減できる。ま
た、振動も少ないため、簡単な構造での設置ができコストを安
くできる。

 
⑥塗料の品質が向上する。
攪拌させても塗料表面が波立たないため、空気や不純物な

どの混入による配管内のコレステロールを減らすことができ、
塗装品質の向上や塗装機器の寿命延長になった。
ヤマテックでは、２年で交換していた塗料ホースが、３年経っ

た現在でも支障なく使えている。また、羽を回転させることで羽
根の片面が負圧になり発生するキャビテーションによる塗料内
への気泡の混入、夏場に起きる塗料内の水分の混入不良を防ぐ
ことができる。

⑦磨耗しないので長持ちする。
構造は簡単であり、磨耗する部分が無いので長く使える。塗

料が付着しても乾かなければ容易に洗い落とすことができて導
入費用の回収が容易にできる。
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●排水処理水槽：期間を決め、回転数の違いによる藻の発生状況を実
験している。

●シャフト内に空気の導入管を開け、本
体の穴につなげ回転すると液体内に均
一にエアーレーションできる。これは、
攪拌用のポンプのみでエア用のポンプ
が要らないという特筆すべき点だ。

●お話を伺ったヤマテックの工場長とエディプラスの社長を兼任している
村田さん

●金属ばかりではなく、樹脂やゴムでも制作できる。

導入管

エディプラス　http://www.eddyplus.co.jp/
彩都総合特許事務所　http://braina.com/sight/
海外の特許の管理 IPMS　http://mrevo.jp/index.html

取材協力先

⑧いろいろな材質のエムレボを作ることができる。
金属ばかりではなく、ゴムや違う材質の制作が可能で、今ま

で金属羽では攪拌できなかった物の撹拌も可能となった。また、
強酸、強アルカリ、食品のアレルギー対策、砂などが混入した液
体などにも対応できるようになる。

⑨撹拌以外でも利用できる。
空気を取り込まずに攪拌できるとは逆に意図的に気体や液

体を混ぜて撹拌することもできるし、その他、攪拌とは全く違う、
船のスクリューにも応用できる。これは、ゴムのスクリューを推
進として使えば、水中の野生動物や水生植物を傷つけることな
く、走行が可能で自然にも優しい構造だ。その他、空気のような
気体もやろうと思えば可能である。

 実用事例

実用化された事例を紹介する。
①人形の顔の石膏を攪拌
石膏に空気が入っていると、人形の顔に泡の跡ができてしま

うが、エムレボで攪拌すると、空気の泡が混ざらないため、真空
脱法を省略することができた。

②ボートのエポキシ樹脂の攪拌
エポキシ樹脂に硬化剤を混ぜる時にも樹脂内に泡が入らな

いため、品質向上になった。

③再生アルミの溶とうで不順物を除去
この例は、逆に液体内に気体を入れ攪拌させる例である。溶

けたアルミの中にアルゴンガスを入れる事ができ不純物を浄
化することができる。

④ごく少量の塗料の攪拌ができる。
めがねの修理で塗料を塗る場合、色の調合をごく少量で行う

ことが可能になり、塗料の節約になった。1Lでも16Lでも同じ
攪拌機で回転を変えるだけで攪拌できる。容器の小型化ができ
るので塗料の作りすぎを減らせる。

⑤水プラントに発生する藻の防止
排水処理槽にある決まった量のエアーを水中に送り込むと、

藻の発生を大幅に抑えることができる。村田さんは実用化を目
指して実験をしており、
消費電力削減や管理の省
力化をしようとしている。
これは、1t排水タンク

の曝気攪拌を30～40W
のモーターで行っており、
かなりセンセーショナル
な省エネ性だ。また、空
気を送るポンプが必要な
い点も従来にない特徴で
ある。

 広くこの特許を使って欲しい

お話を伺った村田さんは、エムレボで数々の賞を受賞したと
の気負いも無く優しい工場長というイメージだった。そしてこ
の特許を自分たちの技術として囲ってしまうのではなく、広く世
間一般に使用して欲しい想いから、多くの人がこの特許を利用
しやすいようにしている。説明を聞いて私もいろいろな使い方
をあれこれイメージしているうち元気が出てきてしまった。もし、
みなさんにアイディアが有り相談した場合、きっと良いアドバ
イスをいただけると思う。村田さんより、エムレボについての動
画のＣＤをいただいたので、どのような物か詳しく確認された
い方は、読者アンケートでエムレボのＣＤ視聴希望と記入して
くだされば、順次ＣＤをお貸しします。　　　　　（寺岡、読者）

YAMAHA Technical Society 5



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [100 100]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


